生活衛生豆知識№60

虫　と　は　何　か
私が就職した1971年には、まだ「蚊とハエにない運動」があって、そして毎年２月はネズミ駆除月間で、ネズミ駆除対策で自治会へ説明行ったことがありました。私の事務分担に「衛生害虫、ネズミの駆除相談に関すること」があって、標本用の野生の可愛いハツカネズミを自宅へ持ち帰り、妻の怒りを買ったこともありました。

いろんな虫の苦情相談を経験しましたが、「虫とはなんだろう」というのが本号の内容です。

皆さん「虫とは何ですか」、多くの方は「トンボ、バッタ、チョウなど身近な昆虫(insect)類」との答えると思います。


しかし、日本人が昔から培ってきました感覚としては、大変多くの動物が含まれます。

　我が国において、西洋文化が大きく広がる前の江戸時代中期までの動物の分類は、生息状況、形状で分類されて、次の５つに分けられていたと思います。


虫類を再確認しますと、エビ・カニ類を除く節足動物類（昆虫のほかにクモ、ヤスデなどが含まれる）、サンショウウオを除く両生類（カエル）、亀を除く爬虫類（ヘビ、トカゲ）が虫ということになります。ということは、小さなダニから大きなアオダイショウまでが「虫」なのです。昆虫の英語訳はinsectですが、虫の英語訳は見あたりません。概念が違うのです。

　江戸時代までは、両生類に含まれるワニ、恐竜類、大型のヘビであるニシキヘビは知られていなかったと思います。鳥類は食べていましたが、獣類はイノシシとウザギしか食べていなかったようです。ウサギは食べられるように擬鳥化扱いにして、１羽、２羽と数えたとされています。マムシは、蝮で虫偏です。
　私が保健所に勤務していた頃、色々な虫の苦情相談がありました。昆虫以外の多くのものがあり、これも「ムシ」なのかと思いました。

　現在、保健所で衛生害虫、ネズミの駆除相談を担当している皆さん、日本人の感覚としては、虫は大変幅広いです。そう思いながら対処いただけたらと思います。

　私自身が「ガンクツ王」と言ったケジラミ（陰毛の毛根に付くシラミ）の標本も３回作ったと思います。
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私が、大学の応用昆虫学の授業で唯一覚えている言葉は


「虫は六肢（ムシ、昆虫）である」　で


　トンボ、バッタ、チョウなどは六本足（六肢）です。





獣類（哺乳類のうち、水の中で生活するクジラ・イルカ類は除く。クジラ、イルカともに魚偏）


　鳥類


　魚類（水の中で生活するクジラ・イルカ類、エビ・カニ類、サンショウウオを含む）


　石類（貝類、亀、なお堅い甲羅のワニは知られていませんでした）


　虫類（哺乳類、鳥類、魚類、石類に含まれないもの全て）








